Blog #12 チキン
チキン、鶏肉、私はこれが大嫌いであった。
今では、自分から選んでは食べないものの、まぁおいしく食べられる。でも、内弟子に来た当時、チキン、それは私にとって天敵であった。

普通の生活をしていれば別に問題はない。ただ食べなければいいのだ。でも、内弟子にとっては、そうはいかない。内弟子は、テーブルの上に載ったものは、すべて何一つ残すことなく食べねばならない。

「食べられません」そんな事を言える雰囲気は全くない。嫌いだろうと、お腹が一杯だろうと、テーブルに載ったものは、内弟子全員で分担して食べる。しかも、沢山食べねばならない。小さなプレートにライスを５杯（小さな茶碗に５杯程度）、アメリカの小さなサンドウィッチブレッドなら、５・６枚といったところか。それに、肉や野菜たっぷりのおかずを食べる。

私や東京のＴ先生のような大食いはまだ大丈夫だが、胃袋があまり大きくない内弟子は、それこそ必死である。時々、最高師範の家で残り物が食べ終わる頃、突然追加され苦しそうな表情をおさえ腹に詰め込んだのは二度や三度ではない。何気なくトイレにかけこむ内弟子もいたものだ。

なにもそこまでと思う人もいるかもしれないが、食事も稽古である。内弟子は徹底してやる。明日の為、力と体力をつける為、そして身体を大きくする為、ガンガン食べねばならない。

そして勝負の世界に、こっちは好き、こっちは嫌いなどの余裕はない。目の前に来たものと全力で闘う。また、修行時に好き嫌いを言っていては修行にならないのだ。食事も同じである。

そうは言っても、人間、嫌いなものは嫌い、胃が小さいのもすぐには変わらない。そこで、それなりに工夫をこらす。私が料理当番の時は、まずチキンはつかわない。最高師範のリクエストで入れなければいけない時は小さく切る。または、よそう時、なにげなくチキンが入らないようにする。また、あまり食べられない内弟子は、ご飯をふわりと盛り大きく見せる技を磨く。内弟子どうしは、そういうところは、お互いにカバーしあい助け合う。
多分だが、最高師範は私がチキンを嫌いだった事は知らないと思う。もし知っていたら、次の日から、食事にはチキンが続き、私はチキン攻めに遭うからだ。

内弟子スタイルは苦手な物と向き合い、それ自体とガンガン闘うしかない。

今では、チキンウィングやセサミチキンなど美味しく食べられるが、まだ、私がチキンをHateしていた頃、２・３度、ビッグピンチにあった。確か、最高師範と息子のザックと私とロングドライブの途中でＩ－６５をアラバマに戻る昼下がりであった。ザックが「ランチにはケンタッキーフライドチキンが食べたい」と言い出した。

「アッ、コノヤロウ余計な事を」と思う心を抑えて、私は「押忍」と自分の意見を言った。

最高師範もフライドチキンに乗り気のようだ。「これはますますマズイ」と思っていたが、ハイウェイにケンタッキーのサインはなかなか現れなかった。しびれをきらした最高師範の言葉でアービーズに決まった時は、とてもホッとして、「押忍」と返事をした。

もう一つ、１年に１度くらい最高師範の奥さんが内弟子達に料理をごちそうしてくれることがあった。その年はなんとチキンの丸焼きであった。私はフライにしたチキンは徐々に食べられるようになっていたのであるが、丸焼きは最悪であった。まさに、その夜の食事は私にとって厳しい稽古となった。もちろん、なんとか全部食べたが、顔は能面のように無表情だったのではないだろうか？

私はこのような食生活を送ってきたので、今でも食べ物を残さない。家でもレストランでもプレートの上にあるものは全てきれいに食べる。今は、稽古というより、食事に感謝し、栄養のバランスを考え、きれいに食べるというのが私のスタイルである。

今は日本でもアメリカでもどんどん食べ物を残し、余った物はすぐに捨てている。食事に感謝しろなどという言葉は全く言葉だけである。グリーンなどと環境問題で騒ぐだけでなく、目の前にある食べ物をしっかり全部食べてほしいものだ。

私も二人の娘になんとか、プレートをきれいにさせようとしているが、実際はなかなか難しい。

でも、長い目でConsistentに自分が見せ、言ってきかせようと思っている。

好き嫌いなく、食べ物に感謝して、作ってくれた人に感謝して食事をとる。内弟子だけでなくみなに大切な事ではないだろうか。
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